
News Release

「かがわズイナ研究会」の発足について「かがわズイナ研究会」の発足について「かがわズイナ研究会」の発足について「かがわズイナ研究会」の発足について

    植物の中で唯一希少糖植物の中で唯一希少糖植物の中で唯一希少糖植物の中で唯一希少糖 DDDD----プシコースを生産するとされる「ズイナ」は、種子増殖が困難プシコースを生産するとされる「ズイナ」は、種子増殖が困難プシコースを生産するとされる「ズイナ」は、種子増殖が困難プシコースを生産するとされる「ズイナ」は、種子増殖が困難

で、栽培期間が長期に渡るなどの特徴があり、香川大学農学部では、より効率の良い栽培で、栽培期間が長期に渡るなどの特徴があり、香川大学農学部では、より効率の良い栽培で、栽培期間が長期に渡るなどの特徴があり、香川大学農学部では、より効率の良い栽培で、栽培期間が長期に渡るなどの特徴があり、香川大学農学部では、より効率の良い栽培

方法について研究を行ってまいりました。方法について研究を行ってまいりました。方法について研究を行ってまいりました。方法について研究を行ってまいりました。

    

このズイナの大量栽培法の確立や卓上インテリア等の商品化については、本年このズイナの大量栽培法の確立や卓上インテリア等の商品化については、本年このズイナの大量栽培法の確立や卓上インテリア等の商品化については、本年このズイナの大量栽培法の確立や卓上インテリア等の商品化については、本年

に本学農学部収穫祭で研究報告会を開催したところです。に本学農学部収穫祭で研究報告会を開催したところです。に本学農学部収穫祭で研究報告会を開催したところです。に本学農学部収穫祭で研究報告会を開催したところです。

    

その後、マスコミ報道等の影響もあり、希少糖を生産するズイナへの関心が一層高まっその後、マスコミ報道等の影響もあり、希少糖を生産するズイナへの関心が一層高まっその後、マスコミ報道等の影響もあり、希少糖を生産するズイナへの関心が一層高まっその後、マスコミ報道等の影響もあり、希少糖を生産するズイナへの関心が一層高まっ

ておりますことから、県内でズイナを多面的に研究・応用利用するための情報交換会としておりますことから、県内でズイナを多面的に研究・応用利用するための情報交換会としておりますことから、県内でズイナを多面的に研究・応用利用するための情報交換会としておりますことから、県内でズイナを多面的に研究・応用利用するための情報交換会とし

て「かがわズイナ研究会」を発足させることとし、その初会合を下記とおり開催します。て「かがわズイナ研究会」を発足させることとし、その初会合を下記とおり開催します。て「かがわズイナ研究会」を発足させることとし、その初会合を下記とおり開催します。て「かがわズイナ研究会」を発足させることとし、その初会合を下記とおり開催します。

    

１．日 時／ 平成２５年１

１４：３０～

２．場 所／  香川大学農学部キャンパス（木田郡三木町池戸

Ａ棟５階大会議室

３．議 題／  香川県におけるズイナ研究の方向性と共同研究体制について

４．主 催／   香川大学農学部

 

 

 

 

香川県から県政記者クラブへも同時に資料提供しています。
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香川県から県政記者クラブへも同時に資料提供しています。 
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